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寡占部門の投資行動規制による

　　　景気安定化について

北　野　正　一

Ｉ　間　　　　　題

１　モ　　デ　　ル

皿　均　衡　状　態

ｖ　安定条件の検討

Ｖ　安定化政策と効果

Ｉ　間　　　　　題

　資本制経済におげる均衡経路は私企業の投資態度によっ て不安定であること

はよく知られているが（Ｈａｒｒｏｄ〔１〕，置塩〔２〕），私企業の投資態度におげる視

野が長期化する程景気の不安定性が緩和されることも知られている（足立〔４〕）。

市場径済の基幹部門に寡占が定着しその比重を増大させつつある時に，寡占企

業の投資態度におげる視野の長期化が競争部門をも含む市場経済の不安定性に

どんた影響を及ぼすであろうか。更に，政府が寡占企業の投資態度を規制して

ノレーノレ付げできるとした時に，景気を安定化させるための政府の政策の内容及

びその効果はどうであろうか？　以上の二点を検討することが本稿の目的であ

る。

皿　モ　　デ　　ル

問題を簡単に扱うために次の仮定をおく 。

　　　　　　　　　　　　　　　（８６４）
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　０　二部門経済。経済は生産財部門と消費財部門との二部門によっ て構成さ

れる 。生産財部門（第一部門）は少数の巨大企業によっ て支配される寡占部門で

あり ，消費財部門（第二部門）は競争的である
。

　　　披術条件。寡占部門では大企業間の技術格差は解消しており ，所与の資

本ストックＫ。の生産能力の限度内において，生産物単位当りの労働投入量 刎。

と生産財補填量 ０。 は一定である 。寡占部門の資本家は資本ストックの標準的

操業水準（６。＊：１とする）を設定してこれを投資 ・価格の決定の基準としており ，

その時の産出係数を ｄ１ とする 。すると第一部門の標準的生産量 エ１＊，現実

生産量 五１，生産財補墳量，雇用最はそれぞれ

　　 五１＊＝〇一１ Ｋ１ ，北１＝６１五１＊
，ｏ１叉、 ，〃。北１　　　　　　　　　　　　　　　　（１）

となる 。

　第一部門では競争的企業間て技術格差か存在しており ，生産物単位当りの補

填量は同一の０。 であるが，生産物単位当りの労働投入量 〃。 は企業問で異 っ

ているとする。競争企業は設備が正の粗利潤をもたらす限り完全稼動させると

すれは，競争部門においては独占部門におげる主体均衡的な意味での標準的操

業度概念を設定できたいことになる 。そこで第二部門の資本ストックＫ。によ

る物理的最高生産水準を 北。＊ として，第二部門の稼動率６。を６。＝五。
／北。＊ と

定義することにしよう 。６、＞１はある程度までは可能であるが，定義によっ て

６。

≦１となる 。第二部門の総雇用量１Ｖ。は

凡一／み
（以）一；私（寺 ・余１）払

一寸１（・）・・一

州ら）

　　¢ ’＝Ｚ（６。）＞０，¢ ”＝Ｚ’＞Ｏ　　　（２）

となる 。ここでは資本設備問の技術分布を固

定させて刎。 を零次同次関数とし，さらにＺ』

ｃｏｎｓｔ．＞０としている（図１参照）。Ｚ（６２）は６＝

６、 の時の生産物単位当りの限界的労働投入　　　　　　　　　　　　　へ

量であり ，¢（６。）は平均的労働投入量である 。　図１競争部門の設傭の能率分布

　　　　　　　　　　　　　　　　（８６５）
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　　　価格 。

　寡占部門は右下りの予想需要曲線のもとで短期の利潤を最大化する水準に

ｍａｒｋ－ｕｐ率伽。 と価格水準力。を決定し，以後，物理的能力一杯まではその

価格の下で発生する需要に応じて供給するとすれぱ ，

　　 冗。…〃ｒ（〃。北１ ＋舳。北１）・＞Ｍａｘ

　　　　　　　　　　　　　　　力１

　　　　　　　　１　　　　力・＝１＿１／、１舳・／（１‘・・）

　　　　…（１・吻）（・仏榊）Ｆ松／葦１

　　 ｑ。＝（１＋刎１）（〃。
十ｑ。・。）　　 ｑ。三力。／〃

　　　　　　　　（３）

とたる 。競争部門では粗利潤＝０が操業分岐点となるから

　　力。＝力。０。 十舳。（五。；Ｋ。）

　　　　 ｑ。＝ｑ．ｏ。 十Ｚ（６。）　　 ｑ。…ク。／〃
　　　　　　　　　　（４）

である 。これは需給均衡点で価格が決められることを意味している 。

　＠　投資関数 。

　競争部門の投資関数はＨａｒｒｏｄ一置塩型とすれは

　　」９。＝刀。（６パ６。＊）　　　　　　　　　　　　　　　（５）

である 。この投資態度は，時問的にも空問的にも局所的な視野のもとで自分の

投資量を修正していくことを意味している 。たとえぱ好況期においては，最近

好調である（６が高い），あるいは最近好調とた ってきている（６が上昇している） ，

という状態を外挿させて将来を予想して蓄積率を修正させるのである 。

　これに対して寡占企業の場合には，時空において大局的た視野のもとで投資

を決定する点が特徴的である 。この理由としては次の事情が考えられる 。

　Ｑ　生産力面。大規模かつ経済的耐用年数の長期に亘る固定設備が出現した

ために，投資決定におげる考慮期間の長期化という必要性が生じたこと 。

　◎　生産力面。情報収集 ・処理能力の拡大によっ て時空におげる広範でかつ

より確度の高い投資に関わる情報に基ついて投資決定できるようにた ったこと 。

　　　生産関係面。寡占産業においては少数の大企業が占拠するところとなる

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８６６）
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ことによっ て・ 競争段階においても存在していた企業間相互関係が明確に意識

化されることになり ，従ってこの相互関係の認識のもとで生じる産業全体の運

動を考慮せざるを得なくなる
。

　＠　生産関係面。固定設傭の導入に要する巨額の資金調達は個別企業の資金

力の及ぶ所でなくなり ，杜会的資金を動員して信用創造を行う金顧機関が発展

し産業資本と融合するようになるが，投資資金の創造と配分決定に従事する金

融機関は，＠～　の事情の下で経済全般に亘り長期に及ぶ情報を蓄積し動学的

な資源配分を方向付げる機関となる
。

　寡占企業が大局的視野から投資決定するからとい って ，それヵミ短期的 ・部分

的な，すなわち局所的な視点を軽視する訳ではない。第一に，より長期更にょ

り全般に関わる情報はより不確実性が高く ，それだけ確実な短期的判断が優先

される 。第二に，寡占企業，グループ問の競争の存在の故に，たとえ短期的事

情に基づく行動の全体的 ・長期的帰結が相当程度予想可能でありマイナスを生

みだすと予想されるとしても ，それを強行せざるを得ないという事情がある
。

従っ て寡占企業の投資行動としては以上の要因の合成結果として，協調寡占あ

るいは競争寡占，ある領域での働調と他の領域での競争，長期における楽観あ

るいは悲観，などの両極のない交ざ ったものとなる 。

　そこで，ここではこうした事情を特定化させて，寡占企業の投資態度として

大局的要因と局所的要因を含ませて

　　」劉：Ｆ（Ｇ、一劉，６ｒ１）

　　　→ ぴ（Ｇ
、一

劉）十ガ（６。一１）　　　　　　　　　　　　（６）

と定式化しよう 。ここでＧ、は寡占企業が大局的視野から判断した一定水準の

ｒ長期期待」成長率であり ，現実の蓄積率＆がＧ、から乖離しておれば ぴ＞０

の調整率で劉を修正すると考える 。第二項は局所的な視野からの＆の修正

項であり ，競争企業の場合と同じである 。寡占が大局，局所のいずれをどの程

度重視するかに応じて ぴ， 乃の水準は変 ってくる 。ぴ＝１の時には

　　劉叶１＝Ｇ。十乃（６１－１）　　　　　　　　　　　　　（７）

とたるが，これは，現在実行中の蓄積率＆ではなくて，長期期待成長率Ｇ、

　　　　　　　　　　　　　　　　（８６７）
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を基準に据えて，それを稼動率の現水準に応じて乃だげ修正する ，という投資

態度を意味することになる〔北野〔５〕）。

皿　均　衡　状　態

以上で体系は完緒したからこれを整理する 。両部門の需給一致条件式は

北１： 舳十・。北、十１。十１、　　　　　　　　　　　　（８）

眺一犯１北・・ぺ１（・）棚
（９）

とたるから，Ｋ１／Ｋ。＝刃とおいて整理すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢◎　　　 ｏ’ １（１－ｏ１）〃１＝ｏ２〇
一２６２

＋ｇ１刃十９
２・１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１）　　　ｑ２０‘２６２＝〃１０－１ 肋１ ＋０－２ ¢（６２）

となる 。８における６ １，

６。 に関するＪａｃｏｂｉａｎ」は

　　　　 び１ （１－ｏ。）刃　 一〇。ｏ。

　　」…
　　　　一ゆ。刃収。一ｑ

。’ｄ．６。イ。 ¢’

　　　　　　１－ｏ１　－ｏ２
　　 ＝卯ノ　　　　　　　　　　　　　　　　（均　　　　　　 一刀１０．ｑ１ ＋Ｚ’６

。

　　～ｑ。十１’６ｒｌ一・。〃。　　 ４。…・。／１一・。

　　＞ｑ。一ら　　　　　ら…１＋・。１。

　　＞Ｏ

となるから，一時的均衡状態Ｓは安定である 。ここでｑ。＞らは剰余条件を示

す（置塩〔３〕，ここでな２は限界設備におげる価値である）。 　　　表１一時的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　均衡ｓに
　まずＳにおいて，バラメーターｑ １・ ＆刃の６ １・

６・

に及ぽす　　　おける比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　較
効果を検討する 。

イ震）一［．

ム加十［ｌ／刈／拓

　　　　　　　　　　　 ・［一 巧（｝ら十『・　蝸
であるから表１を得る（数学注１）。 第一部門のｍａｒｋ－ｕｐ率 刎・

　　　　　　　　　　　　　　　　（８６８）

ｑ１

９

刃

１・…

十　十

一　　十
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の上昇（９・の上昇）は両部門の生産量 ・雇用量を減少させる 。蓄積需要の増加

は第一部門の生産量と共に第二部門の生産量も必ず増大させる 。この理由は ，

独占的供給態度の仮定によっ て五。 の増加にもかかわらずｑ。が不変に留まる

からである（置塩〔２〕，北野〔６〕）。 最後に同一の蓄積需要の下で部門比率刃

（…瓦／Ｋ。）が上昇すれぼ，第一部門の稼動率は減少し，第二部門のそれは増加

する 。

　次に景気の一つのｃｙｃ１ｅに相当する期問（これを中期とする）におげる均衡状

態を検討する 。皿節のモデ ノレ を整理すれぼ

　　　　 ｏｉ（１一・。）他 ＝・。ｄ．
６。 十劉刃十９．　　　　　　　　　ｑ◎

　　　　卿
。６

。；・。州６１打
。¢（６

。）　　　　　　　　　　　（叫
　　　　 ｑ・＝９。・。 十１（６

。）　　　　　　　　　　　　　　（４）
　　Ｓ。

　　　　あ＝ぴ（Ｇ、一劉）十乃（６ｒ１）　　　　　　　　　　　（６）

　　　　女。＝乃。（６。一６。＊）　　　　　　　　　　　　　　（５）

　　　　仁焔 一ｇ、）　　　　　　　　　　　　ｑ４
となる 。そこで中期均衡の条件として，６。＝１

，９。＝９。＝一定，すなわち刃＝

一定とすれぱ，（６）より

　　９。＝９。＝Ｇ、：９
＊

となる 。内生変数は６。，

刃，
ｑ。 である 。競争部門の均衡稼動率６

。＊

については ，

競争部門でのマクロ での主体均衝水準は想定し難いから，体系のパラメータに

よっ て内生的に決められた６。の水準を個別企業が受げ入れてそれを基礎に投

資行動（５）が各企業行動の合成結果として導出される ，と考える 。この時，Ｓ＊

の中期均衡状態８。は

・／ニニニぶ１；讐：ニユニ
（げ）

ｌ１表・中期均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衡ｓ ＊の

となる 。Ｓ＊におげるパラメータｑ 、，

Ｇ２ が内生変数６＊ ，刃＊　　　比較

に及ぽす効果は表２となる（数学注２）。 ｑ１ が高い程実質賃金率　　　　６・＊刃

の低下によっ て６
。＊

は低くなるが，それに伴なう第一部門へ　　ｇ・一　一

の補填需要減にもかかわらず６、＝１を保つためには，刃を佳十　　Ｇ・十　十

　　　　　　　　　　　　　　　　（８６９）
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させて第二部門の第一部門に対する補填需要を増加させねはならたい 。

　Ｇ、が高い程，刃の上昇によっ て蓄積需要増に対応したげれはならないが ，

それに伴なう第一部門の雇用増→消費需要増に対応するために６。は上昇する 。

ｗ　安　定　条　件

　３。の均衡状態Ｓ。の安定条件を検討する 。Ｓ。は非斉次であるから，３。の

均衡近傍でＳ１を一次近似することによっ て体系の運動を検討しよう 。

　まずＳ１において６ １，

６。

はｇ１，
ｇ。， 刃の運動に規定される 。すたわち，但◎

，

（１１）

，（４）より

ム（劉一（１）刈１）・イー炸叩　　　 刎

　　　　　 ｏ１ （１１１）ト ｏ．ｏ．

　　１」。１…

　　　　　 一犯。～　　　０。。 　。

　　　　　　　　１－ｏ。　　 一〇。

　　　　＝卯ノ　　　　　　＞Ｏ　　　　　　　　　　胸　　　　　　　　一〃１ 　６
。＊１’十ｑ１０．

　　 ０。。…０。
（６。＊ｑ 。ク

十ｑ。一¢
’）

　　　イ。 （６。＊１’十ｑ。・。）＞Ｏ　　　　　　　　　　　　　鋤
となる 。従 って

らＦ霧ｒ川・・　　　　　　　　い

～一 墨ｒ当１。伽・・

　　　１　 〇一 １（１－ｏ１）刃　刃
６・・

ｒ刈 一犯１，１１０＞０

　　　１　　　　１６・・

ｒ刈 一犯、、、
刃・＝”１

／ぴ・ （１－ｏ・）（・・一之・ 十６
・ｚ’）＞ｏ

　　　１９－ｄ。 （１－ｏ。
）一蜥。６・

ｒ刈
　”１、、 　。、、

　　　１　 ｏ‘１（１－ｏ１）刃　ｇ－ｏ‘１ （１－ｏ１）　　 刎１ｏ
・１ 刃

６・Ｆ１刈
一”１．１刃　 犯１。、 　　１刈ｇ

　　　　　　　　　　　　　　（８７０）

鋤
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となる 。これより ，６。。…６と書げば

　６２１＝ス６２２＝ス６

　・１・一 卸一・１・

　　６１１＝ 加１６

　　６．Ｆ９６

　　
・、刃一 」・虹１ｄ・

（１‘・１）‘・■蜘一一。工 、、

　　　　　　川 刎１剛　　一舳　　 ・、。 　　 刃

とたる 。ここで

　　 、、一・・
（”６

・十・…）ユ・１…Ｚ’６

・＞１
　　　　 ｄ。 （９．６ｒ¢）■６．９ １ｏ。 十１一¢／６一

　　　　但し，£ユ＝１はＺ’＝０かつ６。＊：１の場合
。

　　　　１　　 £。＝ 　｛（ｄユ （１－ｏ。）一ｇ）ｄ。 （Ｚ’６。＊
十ｑ．ｏ。）一 ゆ。卿。／

　　　　犯１０
－１

　　　：奴。
（£１６。一１）十胸

　　　＞９

である 。

　そこで，Ｓ１＊

のｇ１，
９。， いこ関するＪａｃｏｂｉａｎ ムは

仁午ギ１…

であるから，Ｓ、の８
。＊

近傍での一次近似体系の特性方程式は

　　　　　　　　３
　　〆刊げ｝十 ］１〃１・ ９＋１１．１：Ｏ

　　　　　　　仁１
とたり ，この安定条件は次の４式となる 。

　１ ．　 ［炉１… 一ぴ十〃 £１６＋々２６＜０

　　　
．’ ぴ＞ツ。…乏１刀十ガ。６　カ１…畑６

　　　　　　　　　　　　　　　（８７１）

１１５

¢４

胸

的

吻

鯛

鯛

ｅ◎

（３１）

（３功

（３３）
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３　　 一ぴ十刀６
。。

刀６
。。 　　刀

。６刎 　一ぴ十刀６。。

　１１〃１：　　　　　　　　 十　　　　　十
仁１ 　　　ガ

。６
。。

ガ。６。。

　一刃　０　　　刃

　　　 ＝一 〃。６＋順。９６＋伽６＞０

．’ ぴ＜ツ。…ら糾な　ら…６．／ガ
。

１・・１一一 榊十榊／」１６（１＋１）・十・榊十１）／

　　　　　＝硯９６｛一ぴ十を。刷＜０

　　　 ．． 　ぴ＞ツ３…ら乃　　ら…６（１＋刃）（６１ ＋£２／幼）

　　　　　　　３
　４

．一
〃・ ］〃

十１１．１

　　　　　　　１

　　　 ＝乃。６１（トツ。）（ツ。一ぴ）一刃ｇ（ぴ一ツ。）１＞Ｏ

鰯）～（３６はり特性方程式（鋤を書きかえると

　　ｇ３＋（ぴ一ツ。）９２＋刀。６（ツ。一ぴ）９＋ガ。雌（トツ。）＝Ｏ

となる 。

　まず条件１～３を充す ぴ， 乃の範囲を ，

第二部門の発散度の指標乃。の大小に着目

して検討しよう 。なお経済的意味を考慮し

て， ぴ≧０，ガ≧０とする 。直線ツ。（乃）
，ツ

。（房）
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
ツ。（刀）の位置関係はガ。の値に応じて次の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乃
。６

ように分類される 。

　（ｉ）私≦ガ。１
（…£。〃。）

　ここで９。。 はら＝らとさせるガ。の値

である 。ら＞右１は常に成り立つが，（ｉ）の場

合には畑＞ガ。６とたる 。条件１～３を充

すぴ， 刀の範囲は図２の斜線部である 。

　（ｉｉ）　 一８２１く（一６２く（ＮＩａＸ（々
２２，

　々
２３）

　ここで乃。３ はツ。とツ。との切片を等し

くする乃。の値，乃。。 はツ。とツ１の交点が

ツ。 上に乗る時の刀。の値，すなわち ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８７２）

１ｇ

乃。 ６

刀６ｕ

０

図２　９２≦１９
２１

ｙ３

偉４）

鰯）

鰯）

鋤’

戸

乃

図３　Ｍａｘ（ｇ２２，ｇ２３）＞ｇ２＞ｇ
２１
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１１１：鴛｝榊　　　　／・
である 。この場合は図３となる 。

　（耐）Ｍａｘ（ガ
２２，

ガ２３）≧刀２＞Ｍｉｎ（乃
２２，

刀２３）

　この場合〃の位置関係はガ。。 とガ。。の大小に応じて更に区分される 。

　　乃。。 イ。。～畑１一£。６

　　　　刀。。妻刀。。弓刃ミ刃１…■£。／胸；≧１　等号は£１＝１の時に成立
。

　（ｉｉｉ－ｉ）刃＜刃 。ｉｅ．戸。。＞刀。。 の場合 。

　この場合は図４となる 。

　（ｉｉｉ－ｉｉ）刃＞刃 。ｉｅ．刀。３＞乃。。 の場合 。

　この場合は図５とたる 。

（村）刀・；≧Ｍ・・（ガ
・・，

刀。。

）　　　　　 ！。

　この場合には条件（１）～（３）を充す ぴ， 局＞Ｏ　 刀、 ６

は存在しない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乃

　次に，安定条件４を充す ”， 月の範囲を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図４　９２３＜９２＜９

．２

検討する 。

　　ア三（ぴ一ツ１）（ツ。一ぴ）一スｇ（トツ。）

　　　 ＝一ぴ２ ＋（〃。十ら）〃 一右１ら刀２＋伽

　　　　 一（右。ろ十≠。０一〃。 ろ）ガー０ろ

　　　ここで０＝刀２６ろ＝ な　　　鰯）　　乃 ・８

とアを定叉する 。二次曲線ア（ぴ，刀）＝０は　　 ！ｇ

　　（
≠１ 去乏・ ）２

１・ ち・・ 　　　　　　　　
刀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図５　９２２＜９２く９
２３

であるから，〃。キらの時に双曲線，右１＝ら

の時に放物線となる 。歩。キらの時，ア＝Ｏを（ぴ、， ガ、）だげ平行移動し，座標

軸を０だげ回転すると ，ア＝０は

　　ｐｙ２－ＱＸ２＝Ｃ

のように標準化される 。ここで

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８７３）



１１８ 　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第６号）

　　１Ｐ…　（オ１ら十１＋１／（歩１２ ＋１）（ら２＋１））＞０

　　２

　　１
Ｑ…（一乏。歩ｒ１＋１／（歩。２ ＋１）（〃。２ ＋１））＞０

　　２

Ｃ…（ぴ。一〃１局１）（ぴｒ 脇）一肋＜０

　　　　１
ぴ・…（乏１一〃、

）・｛ろ（ら■”１）（”１＋ら）十・８・（”・‘乏・）｝＞０

　　　　１
ガ１…（¢

、一〃、）・

（２ろ（‘・‘”・）十・（Ｈ・））＞Ｏ

　　ｔａｎ２０＝（¢１＋ら）／（１一〃１ら）

である（数学注３）。 また

　　ア（２。）：ア（２。）＝０

となる 。ア（ぴ，刀）＞０となるぴ ，

　　ア（ぴ１， ９１）＝Ｃ＜０

刀の範囲は

鯛）

（４０）

であるから，双曲線の内側となる 。以上より安定条件１～４を同時に充す ”，

ガの範囲は，刀。の値の大小に応じて図６ ，図７の斜線部となる（数学注３ 。図

４のケースは条件４と矛盾する 。図５のケースは図７に合めておくことにする）。

　以上より ，寡占部門の投資関数が（６）である時，競争部門を含む経済全体が安

　　　　ｙ ２

”　ｙ
　　　　　ｆ＝Ｏ
　　　　　ヘ
　　　　　ヘ 、

　　　　
，＼

　　　
、◆

　　　、
＼、

、！

“

ぺ、ｙ ３

ｆ：Ｏ

１ｇ

ｆ呈Ｏ
ｙ１

乃。び　　 Ｚ・

図６　９２＜９
２１

乃

図７　９２２＜９２＜９２１の場合

乃

（８７４）
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定化するのは，競争企業の投資行動における不安定性の度合いを示す局。が

　　ガ・＜々
。。 　　　　　　　　　　　　　　　　帥

を充す場合のみであり ，帥が充されなければ，寡占部門の投資関数（６）の調整係

数ぴ ，乃がどうであろうと ，経済全体としては発散する 。帥が充される場合，

ガ。
の値に応じて体系を安定化させるぴ ，刀の領域は図６ ，７のように変化する

ことがわか った。ここで，刀・の特定の水準の下で，図６ ，７に示すような ぴ，

刀の特定の領域に於ては経済が安定化する形式的な理由を検討しておこう
。

　まずｓ１におげる両部門のｇク，６５の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＤＰｌ　　　 ＤＰ
、

問の因果連鎖は図８のようになる 。ｇ１～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０
６・

は一つの・ｏｓｉｔｉｖｅ・ｆｅｅｄｋ・・ｋ回路沸　　　。 　ノノ
・

成しており ，ガがこの回路の発散力・Ｐ、（戸 　・”｛
（胴岬卜叩＿）の程度を示している。人 　＼ヅ
６２～９２～６１はもう一つのｐｏｓｉｔｉｖｅ－ｆｅｅｄ－　　 Ａ川 ・

ｂａｃｋ回路を形成しており ，ガ、がこの回　　　 図８　Ｓ１における因果連鎖

路の発散力ＤＰ。の程度を示す。この二つの回路に対して，劉～Ｇ＊はｎｅｇａｔｉｖｅ－

ｆｅｅｄｂａｃｋ回路を形成しており ，ぴ が抑制力ＡＤＰ（Ａｎｔｉ－Ｄｉｖｅｒｇｅｎｃｙ－Ｐｏｗｅｒ）の

程度を示している 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ
　そこでこの因果連鎖を活用して ，

＆＜刀。１ の場合（図６ ，９）を例とし

て， ぴ， 刀の安定域を説明する 。

　まず ぴ＝０の場合には体系が不安

定となるのは，両部門の発散力ＤＰ １，

ＤＰ。に対する抑制力ＡＤＰが全く作

用したいからである 。

　これに対してガ＝Ｏであれぱ ぴが

いかに大きくても体系は不安定とな

る。 局＝Ｏであれぱ劉は６１や第二　　　　　　図９

部門の状態と独立にＧ＊へ収束するが，その結果 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（８７５）

ｆ三〇
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乃
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ガ
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ＤＰ１のｆ乍用は乃＝Ｏによ



１２０　　　　　　　　　　　　立命館径済学（第３３巻 ・第６号）

って抑制されるもののＤＰ、の作用を全く阻止できず，体系は発散するのであ

る。 たとえぽ，９、の上昇によっ て６。も上昇した時，９・はＧ＊へ収束してゆ

くのみであるから，ｇ１を引下げて６、そして６。を引下げる ，という相殺的対

応がきかないのである 。すなわち，第二部門の不安定性に対して第一部門の蓄

積率を安定的（正確には固定的）に緯持するだげでは第二部門の不安定性を抑制

できない。ぴ ，乃の双方をある程度以上に大きくしないと安定化を図りえない ・

　そこで乃をある水準局＞０に固定させて，ぴ を変化させることによる安定性

への効果を検討しよう（図９参照）。 図９で ぴ＜ぴ＊ であれぼＡＤＰがＤＰ ・・
ＤＰ

・

を下廻り不安定となる 。ぴ＝ぴ＊ の時には，直線ツ・上ではＳ・の特性方程式の

定数項が零であるから，ＡＤＰとＤＰ 。，
ＤＰ・とが丁度等しくなり発散はしない

が均衡点へ収束もせず，均衡点から離れた一点に収束する 。ぴ
＞ぴ・ となれぽ

ＤＰ
、，

ＤＰ、を抑制することが可能とたる 。ぴ が更に増加するとＤＰ・への抑制

力は増加してゆくものの，ある程度以上とたれぱ逆にＤＰ・への抑制力を低下

させる結果を招く 。すたわち，ぴ が〃こ比して十分大となれば９・はすみやか

にＧ・に収集してしまっ ていわば固定的とみたせるが，これは前述のように

ＤＰ、への抑止作用を喪失してゆくことを意味するのである 。　 こうしてぴ＝ぴ’

すなわちア＝０との交点に至れほＤＰ。への抑制力増とＤＰ・への抑制力滅と

によっ て双方が等しくた ってｌｉｍｉｔ－ｃｙｃｌｅ 上を単振動することにたる 。ぴ
＞ぴ’

とたれぱＤＰ、への抑制力減の作用が強まっ て発散する 。すなわち・一定のガ

に対して ぴは小さすぎても大きすぎても安定化させることができない ・

　同様に，図９で今度は ぴを ぴ＊ に固定させて乃を変化させてみる 。乃＝０た

らＤＰ、への抑制力が作用せず不安定となる。刀の増加につれてＤＰ・は増加

するもののＤＰ、への抑制力も増加し，乃＝〃でＡＤＰとＤＰ ・・
ＤＰ・とが相殺

しあ って１ｍ１ｔ－ｃｙｃ１ｅ 上を単振動するに至る 。刀＞刀’とたれはＤＰ・増の効果

よりもＤＰ、抑制効果が凌駕して安定となる 。しかし一定のぴの下で刀を増加

させるとやがてＤＰ１の効果が支配的とたるから，刀＝６＊で均衡点以外の一点

へ収束，乃＞乃＊で発散する 。

（８７６）



寡占部門の投資行動観制による景気安定化について（北野） １２１

Ｖ　安定化政策と効果

　○　安定化政策
　競争部門の投資関数カミＨａｒｒｏｄ一置塩型（５）であ っても ，寡占部門の投資関数が

大局的事情を考慮した（６）である場合には，次の二条件が充されれぽ経済は安定

化することが分か った 。

　　（ｉ）々。＜局
。。

　　（ｉｉ）（ガ。に依存した）ぴ，肩の適当な領域（図６ ，７）

（ｉ），（ｉｉ）を充たすことができれぱ，財政支出政策を景気安定化という政策目標の

ための手段から解放させることができる 。

　（ｉ）について。体系Ｓ１の運動に関する現実的なイメージを得るためにＳ１の

パラメーター に現実的と思われる値を想定した数値例（以下ではこれを代表例と
　　　　　　　　　　　（注）
呼んでおく）を計算してみた 。

　　（注）Ｓ１のバラメーターを次のように与えた 。

　　　　　０１＝０２＝０．５，ｄ１＝ｄ２＝０．５ ，犯１＝３，Ｚｏ＝１０，Ｚノ＝Ｏ．２，刎１＝０．２，Ｇ２＝６．６劣。均

　　　　衡状態での内生変数の値は，ｇ１＝９，６２＊＝８４％，１：１ ．５
，となる 。この時，オ１

　　　　 ＝７．８，≠２＝１３０，チ３＝２５，６＝３．８，ガ２１＝０，００５，ガ２＝０，０２３，である 。

　それによると乃。。＝０，０２３であり ，（５）において仮りに６。が均衡水準より１０

労上方へ乖離した時に競争部門の資本家は蓄積率をｇ＊＝６６％から６８劣へと

０． ２劣だげ上方へ修正させるにすぎないことを意味するから，このガ。。 の数値

は決して大きな値といえたい。ガ。は競争部門の資本家のＡｎ１ｍａ１－ｓｐ１ｒ１ｔを反

映すると共に，投資用資金のｃｏｓｔやａｖａｉ１ａｂｉｌｉｔｙ，更には投資税，法人税 ，

減価償却制度たどにも依存すると考えられるから，政府が競争部門に対して金

融政策や租税政策によっ て乃。をガ。。 以下へと誘導できるかも知れない 。

　（ｉｉ）について 。寡占部門自体のぴ ，戸に関する主体均衡値が，この安定領域に

納まっ ている保証はない。実際，安定領域は競争部門の状態とりわげ私に依

存して大きく変化する 。図６ ，７から分かるように，乃。が大きくたる程安定

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８７７）



１２２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第６号）

縮小し，数値例によれは局。＜ガ。１＝０００５であれは ぴ， 乃は非常に大きな値ま

で許容しうるが，ガ。＞刀
。。 となると安定領域は狭くなる 。更に又，ぴ／乃≧〃３＝２５

であるから，局所的視点よりも大局的視点を大幅に重視した投資行動がとられ

たげれぱたらたい。従って寡占企業の主体均衡的投資行動に唆って安定化を達

成するのは困難であるから，ぴ，刀を安定領域へ導びくための政府の誘導 ・規

制策が不可欠となる 。

　　般に競争企業は寡占企業に較べて資金力が脆弱と考えられるから，競争

部門に対しては先述した金融 ・租税政策あるいは民間金融部門に対する公的

ＣＯｎｔｒＯ１を通じた誘導政策の効果が高いと考えられる 。逆に寡占部門に対して

は， その資金調達力は大きいと考えられるからこの誘導政策の効果は限定され

る。 他方で寡占企業は少数であり杜会的合意形成による規制の条件があるし ，

加えて寡占の行動ノレールを規制する場合の内容も ，その行動様式の質的変化と

いうよりも，長期期待成長率Ｇ、の水準，大局 ・局所視点の調整速度 ”， 乃の

水準をめぐっ ての「量的変更」策であるから，合意の移成，あるいは市場の制

御， すなわち規制 ・実行 ・監督も容易であろう 。

　最後に，仮に安定条件（ｉ），（ｉｉ）が充されたとしても ，安定均衡を持続させる条

件としては，第一にＧ。を「自然」成長率Ｇ亙 に等しくさせて固定させること ，

第二にｒ保証」成長率Ｇ〃＞Ｇ〃 の時には，このｇａｐを埋め合わせるための財

政支出増と財政赤字の受容，あるいはこのｇａｐを解消させるための所得再分

配が必要である（北野〔５〕）。

　　　最　適　政　策

　政策的観点からは単に経済を安定に保つだげでたく ，「均衡」状態へできる

だけ早くかつ円滑に収束させることが重要である（北野〔７〕）。 そこで図６ ，７

におげる安定化領域の中で最適た（ぴ， 刀）の組みあわせは何かを数値例によ

って検討しよう 。

　まず先述した代表例の場合を使って ，図１０（乃。＞刀
。。）では ぴを固定して刀を

零から＆，ん へと増加させた場合に，体系Ｓ。の特性方程式働の特性根の軌

　　　　　　　　　　　　　　　　（８７８）
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特性根の実部
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２１

跡が示されている 。この場合は常に二虚根をもつので体系は振動する 。乃＜ん

の場合には二虚根の実部は正となり体系は発散するが，刀＝んの時は１ｉｍｉｔ－

ＣｙＣ１ｅ を描き，ん＜刀＜んの時に実部が共に負とた って収束するが，収束速度

は両実部の一致する点で最大とたるから，この時のぴ，ガが最適となる 。もっ

ともこの場合には収束速度の最大化と収束過程での振幅の最小化とは必ずしも

整合したいから，従って両者の兼ねあわせの問題が生じる 。

　次に安定領域全体におげるぴ，月の最適値を検討しよう 。ここでは簡単に特

性根の負の実部の最大値を最小化させる修９のぴ，ガが収束速度を最大化させる

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８７９）



１２４ 立命館経済学（第３３巻 ・第６号）

負の実部の最大根

図１１

　　　　　　１００通り

負の実部の最大根の軌跡（９２：Ｏ．０１；ちぐ３）

ユ００

と考えてその軌跡を描けぽ図１１，１２となる 。これより次のことがいえそうであ

る。

　（１）似 を固定させた場合，刀をその安定域で増加させてゆくと，負の最大根

の絶対値は単調に増大して最大値に至り ，以後単調に滅少してゆく 。

　（１１）〃 を固定させた場合に最大値を与える乃は，ガ。が小さくて（図１２），（ぴ

一ツ。）が大である程，直線らに接近してゆく（（３２）”とＣａｒｄａｎｏの公式より）。

　（揃）ガ。＜乃
。。 の場合（図１２），安定化を実現するうえで ぴ， 乃は ぴ／刀＞〃。 の近

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８８０）
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負の実帥の最大恨

Ｏ． Ｏ寸

い
■

）
…Ｏ；

〕唖Ｊ

り　１ｇ

　Ｏ
乃

，１

引

ユＯＯ通りの分割

：」ｍ舳２竈・〔舳
ユー 〔ｕ

五〔い
一こコ

泄”舳　　
一一

・し７・一 Ｈ・・〔Ｊ

　　図１２負の実部の最大根の軌跡（９２＝Ｏ．Ｏ０１；≠２＞４３）

１００

傍でいくらでも大きた値をとらせることが可能であるが，図１２の範囲において

もぴ ，乃が十分に大きくなるとその最適値の収束速度（”。 の近傍におげる）は

減少してゆき ，２。 近傍の最適水準の１／３位にまで遅くなる 。

　（ｉｖ）図１１と図１２を較べた場合，ガ２が大きい方が，最適な ぴ， 刀の場合にお

げる収束速度は早くなりそうである（一００１５ｖｓ－００１３）。

　　パラメーターの変更と収束過程

安定な均衡状態がたんらかの理由で撹乱された場合の収束過程を図１３～１６ ，

　　　　　　　　　　　　　　　（８８１）



１２６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第６号）

　　　　　　（注）
表３に例示した。図１３，１４では体系のパラメーターＧ、を６．３８，６．５８，６．７８劣

の三通り ，図１５，１６では舳１ を１９，２０，２１％の三通りの場合を検討している 。

その結果，次のことがいえよう 。

　　（注）図１２～１６，表３の想定は次のとおりである 。戸２＝０，００１＜９
２１，ぴ＝０．４，ガ＝

　　　　０，０１３
。その他のパラメーターは代表例と同じ。不均衡初期条件としては５０期

　　　　にｇ２ を１０％上方へ乖離させて１０００期までの９ ，６，刃の運動を検討している 。

　（ｉ）９。が均衡水準から１０劣乖離した時，９。は一旦その水準から更に乖離し

てゆくが，その後単調に収束する 。

　（ｉｉ）不均衡がたとえ第二部門（９。）から発生したとしても，第一部門の稼動

率が均衡から大幅に乖離する結果を招き（図１４），従ってｇ。に較べてｇ。が不

安定た運動を示す。この理由は第一部門が生産財供給部門であり ，投資需要の

変動がまず生産財部門に向げられ，その結果劉の変動が引起されるという累

積的た作用が働らくからである 。従って不安定性を抑制するためには第一部門

（生産財部門）の投資態度のＣＯｎｔｒＯ１が重要た役割を果たす（本稿では第部門を

寡占と想定したが）。

　（血）Ｇ。の異なる均衡経済における不均衡の収速過程を図１３，表３で比較す

れば，Ｇ。が高い程，々。１，

乃。。 が高く（安定領域が広く），収束速度が早く ，不均

　６　　　　Ｇ ｅ２（６ ．７８）

↑Ｎ　　　　　　　　　　　　Ｇ ｅ１（６ －７８）

０卜

×

Ｎ０　　　　　６．３８　　　　　　　　　　　　　 “

｝　　　　 ６． ５８

ｏ ＼ぺ

０卜

×

←？

０． ００５１０ ．００　２０ ．００　３０ ．００　 ４０００ 　Ｓ０００ 　６０００ 　７０．００　 ８０ ．００　９０ ・００　１００ ・００

　　　　　　　　　　　　ＴｍＥ　ｔＸ１０１１

　　　図１３Ｇｅ＝６．３８％，６．５８％，６．７８％の場合の９
１，

９２の運動

　　　　　　　　　　　　　　（８８２）
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；１

０１

彗１

び一

“。

！

　　　　　　　　　　　　　　　６ ．７Ｓ　　　　　　　　　ｏ

　　　　　　　　　　ノ’一
’’

’一 ．３８　　　冒

　、　一二

＼８
　　　　　　　　　ｒ

　　　　　　こ青、、一 …、二
．＿　　＿

Ｇ・

７８　　　　　　＿＿　　　　　　　　　　臼ｏ
６． ３８

０， ００ １０ ・００２０・００３０ ・００ 　４０００５０００６０００７０．００８０．００９０
，００ｏ ００ ．００

　　　　　　　　　丁士旺　１×！０ｉ１

図１４Ｇｅ：６．３８％，６．５８％，６．７８％の場合の６ １，

６２

，刃の運動

鶉 　２１
９２

ｆ／

；’

！
！

。、１・ ＼… 　２！

　　　　＼

＼
＼

＼＼、

＼＼
ぐ二 一一

、．
．、テ＼

　一〔コ舳い舳　　　～舳～舳工舳　　　　　１帷舳　　　 。・鮒　　　一一「　　　　則１

　　　　　　　　図１５榊１＝１９，２０，２１％の場合の＆，９２の運動

衡最大乖離率も小さい ，

い程投資乗数が低い（実質賃金率が低く ，従ってがが高い）からである 。

　（肘）刎１の異なる均衡経済の収速過程を図１４，表３で比較すれぱ ，

い程，乃。１，

乃。。 は低下し（安定域は狭くなり），収束速度は遅くなり ，

大乖離率も大きくなる ，という意味で不安定度が増大する 。この理由は ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８８３）

という意味でより安定的に収束する 。これはＧ、が高

刎１ が高

不均衡最

　　　〃１



１２８ 立命館経済学（第３３巻 ・第６号）

１１０

１２０

６．１９

　　　　　　　　　６
１２０

＿」　　び
。１９

び２ｕ

図１６

　　　　　Ｈ旺
刎１＝１９，２０％の場合の６１，

６２，刃の運動

表３　Ｇ６，舳１の各値におげる収束過程

才＼ １ ６２“ ズ 戸２１ ８２２ 半分への不均衡最
収束速度大乖離率

６． ３８ ０． ８１ １． ４ ．００４８ ．０２２ ６２１（期） １１ ．０

Ｇ． ０， ５８ ０． ８４ １． ５ ．００５１ ．０２３ ３８３ １０．８

６． ７８ ０． ８８ １． ６ ．００５４ ．０２５ ２８７ １０ ．６

１９ ．８８ １． ５５ ．００５２ ．０２３７ ３４２ １０ ．６

刎１ ２０ ．８４ １． ５０ ．００５１ ．０２３３ ３８５ １０．８

２１ ．８１ １． ４５ ．００５１ ．０２３ ４３５ １０．８

が高い程がは低下する（実質賃金率は刎。の上昇にょる直接効果と６・の低下の間

接効果が逆方向に作用する）結果，乗数は上昇するからである 。

　次に，均衡径路上においてバラメーター（Ｇｅ，刎１）自体が変化した場合の体

系の運動を検討する 。図１７では，代表例と同一のバラメーターの下で５０期より

Ｇ、 を５％減少させた場合と ，Ｇ、と同時に刎。 も５劣減少させた場合の運動

を示す。これより次のことがいえそうである 。

　○ｇ、を１０％変化させた図１３の場合よりもＧ、を５％減少させた図１７の方が ，

大幅な振動や収束の遅れにみられるように不安定とな っている 。この理由は ・

投資関数（５），（６）においてＧ、に関わる係数 ぴ＝０．４に対してｇ。に関わる係数

ガ２＝Ｏ．００１と小さいことによる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８８４）



寡占部門の投資行動観制による景気安定化について（北野） １２９

工．ご
〔［べ

」

ｏ
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６。

臼ｏ
日ｏ

１０ ・二３　 ２０ ・０３　 ３Ｃ 一乙コ 　如ココ 　５００£ 　５Ｃ竈３　和．Ｇ３　６０ ．９３

　　　　　　　　　丁帷　　ｉＸ１０ｎ
１０３ 、二３

〔〕 １－ｒ

Ｘ

ヘド
ｏａ

ｏ

９１

９１

９２

０き

Ｘ

←一｝

９２

舳２〔’Ｇ３３ｃ ・ｃ３

縦５０楡０平伽１・…Ｈ… ゴ舳
　図１７Ｇ。を５％減，Ｇ。と伽１ を５％減の場合（９

乞’

）

　◎　稼動率については６。が６。よりも大きく変動するものの，蓄積率９に

っいては長期視点Ｇ、に配慮した劉の方カミ変動幅は小さい 。

　　　この場合，Ｇ、の低下に伴なう不均衡過程の収束値は新たたＧ、に一致

する蓄積率による均衡状態ではなくて，より低水準の９と６の均衡状態である 。

この状態が生じうる理由は，寡占の投資関数（６）でゑ＝Ｏのためには

　　女。＝０二＞ぴ（Ｇ。一ｇ。）十月（６。一１）＝０

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８８５）



１３０　　　　　　　　　　　　立命館径済学（第３３巻 ・第６号）

であれぱよいから，９と６とは自由度１とたり ，６。＝１へ収束するとは限らた

いからである 。この「均衡」状態は寡占企業にとっ て主体均衡条件を充さない

に留まらず，杜会的に一みても ，安定とはいえ好ましからざる状態であるから ，

劉：Ｇ、へと誘導する必要が生じる 。

　　　Ｇ、を単独で低下させた場合よりもＧ、と刎。 とを同時に低下させた方

が振幅は小さく ，収束速度は早く ，収束値の＆６。はより高くなる 。この理

由は，刎。 を低める程安定的に作用するからである 。

数学注１

６６

１－１０一脇＜・
　軌　川 一卿

。６

．
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．
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１ｏ２ ＋Ｚ’６２）

　　　 一犯１ 　ｑ１０２ ＋Ｚ’６

２
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　　　　　　　　　　　　　　（８８６）
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　～９，Ｇ。十〇。 （¢一１６。）

　＞Ｏ

〃　　１　０　　一奴。
吻１ ｒ刈 一。、

６、、、 　＜Ｏ
６６

。

軌

〃
６Ｇ、～

６６
。

　６Ｇ。

数学注３

ｄ工 （１－ｏ。）一Ｇ
。

　　　　　　　　　　　　＜０
　　　　　　　－０．６．ｄ。

刃十１

　　　　　＞０
　　　０２２

　　　刃十１
　　　　　　＞Ｏ
一れ１巧　Ｏ

　ア（ぴ，刀）＝０のグラフ 。

１３１

　まず ぴ。 ，ぴ。，Ｃの値は

　　ア（ぴ一ぴ１，刀一汐１）＝一ぴ２ ＋（乏１＋ら）ぴ乃一４１ら刀２＋ぴ｛２ぴ１一（４１＋ら）６１＋ｏ｝

　　　十刀｛一乏１＋ら）ぴ１ ＋２〃１らＡ 一〃１ろ一ら〇十らろ｝一ぴ２ ＋（〃１ ＋ら）ぴ１々１一乏１ら々１２

　　　 －ｏぴ１ ＋（〃１ろ十らｏ一らろ）Ａ －ｏろ＝０

より ，ぴ ，乃の係数＝Ｏとおいて求めることができる 。それぞれの符号は

　　　　　　６
　　乃１＝

１、一≠、
）・／２刃・（１・刃）（・・…／・刃）一・・／＞０

　　　　　　６
　　 ぴ・ て１－１、）

・［｛（１＋刃）（ス胸十・・）一刃ｇ刃舳・十・・／刀・）十蝋 一乏１・１ｌ＞０

　　　　　　　ろ
　　ｃ三

てＨ
、）

・｛ろ（’・一乏・）

２＋・（Ｈ・）（右・一ら）／・一・・６〃
・

　　　　　　　ろ
　　　　　 （１１－１、）・

ア（”・）

甲はら≧ら Ｏｒ ら≦；”。で正である 。〃１＝≦ら≦”３ の時

　　甲（〃。）＝？（〃。）：ろ（〃。一〃１） ２＞Ｏ

　　グ～乏２ 一〃。〃。

　　
．’ 甲（■右。ら）＝ろ（ら一≠。）Ｌ６£。 （■らｒ／’。 ）２

　　　　　　　　　＝（ら一≠。）｛ろ（〃。一〃。）一６£。｝十２６６。／乏。ら

　　　　　　　　　＞（乏３一カ１）６｛（１＋刃）（６１畑十５２）一 他加１一£２｝＞Ｏ

　　
．’ 乎（ら）＞０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８８７）



１３２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第６号）

　　
．’ ＣくＯ

とたる 。

　次に双曲線ア＝０の位置を確定させるためにア（ぴ，乃）＝０の各点における曲

線の傾きを検討しよう 。

　　６”
　　　　＝一ア９／八

　　棚
　　　ア＝０

　　 ア声・（ぴ」・ま午 １

　　ア戸 一乏１（ツｒぴ）十ら（トツ１）十ろら

であるから，ん＝０の時ア＝Ｏの傾きはｏｏ ＾＝Ｏの時０とたる 。そこで

　　　　　　　　　１　　 ア・一０・＞ぴ・一
万１ツ・十ツ・．ろ｝

　　　　　　　　　　１　　 ア・一〇加・ｒ１。〃，

（な・
ツ・ 十右・ツ・一ろら）

となるから，この二直線の位置を検討する。まずん＝０の切片，傾きは

　　吻（乃＝ｏ）＝ｏ１２

　　伽”／〃一１＋ら

　　　　　　　２

であるから，切片は＆の増加関数，傾きはガ。の減少関数である 。直線ツ。

とツ３との交点 ２１ の座標は

　　ツ。＝ツ。・＞械十ろ＝〃３９

　　
．． 乃（２。）＝６〃。一〃

１

　　”（２１）＝ 払〃３一カ
１

である 。そこで，乃（２１）におげる ２１の

”とん＝０のぴとを較べよう 。

　　乎…ぴ（２１）一 伽（乃（２１））

　　一 、筆、ｌ／
后、

竺む１
・

・・十ら”、
辛”１／

々

図１８　９２：９２１ｉｅ．ら；乏３の時のん

（８８８）
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一去／★ （・い・・ｒ的／私）一
私・／

　　　　　ろ　　 £２

　　鮒１、一１
、乃

・、ｉ６

　　甲（〃・＝ｏ）＝一・・ 　？（刀。＝乃
。。）＝ｏ　 甲（刀。＝ガ

。。
）＝ろ／２＞ｏ

　　鮎一私１）一

弩峠一眺一（い
１）… ＞・

であるから図１８となる 。これより ，刀２＝ガ
２１

（ら＝〃３）

の時，図１９のようにア 、＝Ｏは２１ を通り ，刀、が刀、、
　伊（乃

２）

より減少してゆげば切片は低下し傾きは増大して２１

の上部を通り ，刀。が刀。１ より増加してゆげぼ，切

片は上昇し傾きは減少して２１の下部を通ることが

わかる 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乃 、

　次に＾＝０について。まず切片は

　　　　　　　　１
　　州＝０）ｒ、。１、｛”州・・■ろら１

　　　 図１・・（Ｚ１）一刎（Ｚ
１））

　　　　　　　　１　　　　　　 ＝　　（ろ（右１一ら）十６£。）＜０

　　　　　　　８１＋ら

　　伽ｇ（仁Ｏ）／楓＜ｏ

　　１ｉｍ物（乃＝Ｏ）＝一〇

　　戸２→Ｏ

とたる 。傾きは

　　伽９
２”１

ら≦；”１＋ら 伽”（等号成立は乏、＝オ、 の時）
　　６－８≠１＋ら２６

－８

、麦（猪
一（”

等ち
）。

姦＜・

賦（努）一・・

である 。そこで，まずら＝〃。 の時を例示すれぱ図２０とたる 。この場合，ツ２， ツ１
，

ア戸０，ア ｇ＝Ｏの傾きは等しく ，切片はこの順に大きくたる 。刀。がこの時の

値よりも大きくなれば（な。ぐ。 ），

切片も傾きも小さくなるので，ア ９：０はん ＝

○の下方へ乖離してゆく 。刀。がこの値よりも小さくなれば（〃。＞１。 ），

切片は増

　　　　　　　　　　　　　　　　（８８９）



１３４　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第６号）

加して一０に収束し低下してくるん＝０の切片に近つくものの，傾きは増大

するが２ｆ。 の上限へ収束してゆき，増大してゆくん＝０の傾きとは乖離して

ゆく
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ”　　　 ｙ・ ｆ自０

ｆ”雷Ｏ

　　　ｙ ３

ぴ

　　　ｆ” ＞Ｏ，　ｆ戸＞０

　　　　　ｆグ００

　　　　　　ｙ 一

ｂ

ｆ呂Ｏ

○
　　　　　　　Ｚ１
　　　　ａ
戸　　 ・／２

乃

　　　図２０乏１＝らの時の１＝Ｏ　　　　　　　図２１９２＜９２１の時のア＝Ｏ

　以上より刀。＜ガ
。。 どら＝らの場合の！＝０を図示すれは図２０と図２１のよう

にたる 。〃。＝らの時，二次曲線は放物線であり ，２１ ，２。 を通り ，八＝０との交

点で傾き（伽／側が ｏｏ に， ア９＝Ｏとの交点で傾きが零となり ，　 この両者の問

で傾きが負，その他で傾きは正となり図２０とたる 。図２１の場合も同様である 。

　双曲線ア＝Ｏは乃。の水準に応じて連続的に移動するが，最後に刀。→０の場

合を検討して抽く 。（３９）より双曲線の漸近線は

　　 ”＝土１／Ｑ／Ｐ９

　　　一・
／（１２ ・１）（１２ ・１）一（１・ら・１）刀

　　　　　　　　　ち一¢１

であるから，漸近線の傾きｔａｎ０’は

　　１ｉｍ　ｔａｎ０’＝ ／１２ ＋１一〃
１

　　９２→０

となる 。他方二次曲線ア＝０の正揚化のための回転角度６について（３９）より

　　１ｉｍ　ｔａｎ２０＝ｔａｎ２６＊＝一１／右
１

　　伽→０

　　　　　　冗　　７　　　　　　　冗　　 ．’ ０＊＝一十一０＜・＜一
　　　　　　４　２　　　　　２

となるから

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８９０）



寡占部門の投資行動規制による景気安定化について（北野）

　　　ｔａｎ（０ ＊十０’）＝２Ｕ／〃１２ ＋１／（１

　　　　　　　　一（ら２＋１一〃１２）＝ｏｏ

　　　　　　０＊ 十０’＝冗／２

　　　ｔａｎ（０－０ワ）＝む

である 。更に

　　　１ｉｍ　Ｃ＝Ｏ

　　　伽→０

であるから，ア＝Ｏは刀。→Ｏの時ツ軸

と直線ツ１に収束する 。

１１０

４４

４３

“

ぴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２２９２→Ｏの場合

　　　　　　　　　　　　　図１７のプ ログラム（ＦＯＲＴＲＡＮ）

　　　　ＳＯＵＲＣＥ　ＳＴＡＴＥＭＥＮＴ

ＤＩＭＥＮＳＩＯＮ　Ｇ１（１００２） ，Ｇ２（１００２） ，ＸＬ（１００２） ，Ｄ１（１００２） ，Ｄ２（１００２）
，

１　　　　　　　　ＴＩＭＥ（１００２） ，ＧＳＣＡＬＥ（２００２） ，ＤＳＣＡＬＥ（３００２）

ＮＵＭＢＥＲ＝５

ＡＬＰ＝ ．５

ＢＥＴ＝ ．０２

ＢＥＴ２＝ ．００１５

Ａ１＝ ．５

Ａ２＝ ．５

ＳＩＧ１＝ ．５

ＳＩＧ２＝ ．５

ＸＮ１＝３

ＸＬＯ＝１０

ＧＡＭ ＝． ２

ＧＧ＝ ．０６５８

ＸＭ１＝ ．２

ＮＵＭＢＥＲ＝１＋ＮＵＭＢＥＲ

ＸＭ１＝ ・１９＋ ・Ｏｈ（ＮＵＭＢＥＲ－１）

ＩＦ（ＮＵＭＢＥＲ－３）４３．４３　４４

ＸＭ１＝ ．２

ＧＧ＝ ．０６３８＋ ．００２ホ（ＮＵＭＢＥＲ－４）

ＣＯＮＴＩＮＵＥ

Ｑ１；（１＋ｘＭ１）ホ ｘＮ１／（１－Ａｈ（１＋ｘＭ１））

ｃ０ＥＤＡ＝ＳＩＧ２“ ｘＬ０ ホＧＡＭ／２

ＣＯＥＤＢ：ＳＩＧ２ ホＡ２ホ Ｑ１－ｘＮ１“ ＳＩＧ１“ Ａ２オ ＳＩＧ２／（ＳＩＧ１“（１－Ａ１）一ＧＧ）

ＣＯＥＤＣ＝一ｘＮ１ホ ＳＩＧ１“ ＧＧ／（ＳＩＧ１ホ（１－Ａ１）一ＧＧ）

ＤＤ２＝（一Ｃ０ＥＤＢ＋ｓＱＲＴ（ｃ０ＥＤＢ洲２－４ “ｃ０ＥＤＡ ホｃ０ＥＤｃ））／２／Ｃ０ＥＤＡ

ｘＬＡＭ ＝（Ａ２ “ＳＩＧ２ホ ＤＤ２＋ＧＧ）／（ＳＩＧ１“（１－Ａ１）一ＧＧ）

ＤＤ＝ｘＮ１／ｓＩＧ２／（（１－Ａ１）ホ（ＤＤ２・ ｘＬ０ホ ＧＡＭ＋Ｑ１ホ Ａ２）一Ａ２ “ｘＮ１）

Ｅ１＝ＳＩＧ２ホ（ｘＬ０オ ＧＡＭ ホＤＤ２＋Ｑ１さ Ａ２）／（ｘＮ１ホ ＳＩＧ１ホ ｘＬＡＭ）

Ｅ２＝Ａ２“ ＳＩＧ２ホ（Ｅ１ホ ＤＤ２－１）十ＧＧ ホＥ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８９１）

１３５

〃



１３６　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第６号）

　　　　Ｔ１＝ＸＬＡＭ心いＤＤ

　　　　Ｔ２＝Ｅ２／ＢＥＴ２

　　　　Ｔ３＝ＤＤ “（１＋ｘＬＡＭ）ぺＥ１＋Ｅ２／ＧＧ／ｘＬＡＭ）

　　　　Ｂ２１：Ｅ２／Ｔ３

　　　　Ｂ２２＝（ＧＧ “ｘＬＡＭ “（Ｔ３－Ｔ１）十Ｅ２“ ＤＤ）／Ｔ３／ＤＤ

　　　　Ｂ２３：ＧＧ ホｘＬＡＭ／ＤＤ

　　　　ＷＲＩＴＥ（６，１０）Ａ１ ，Ａ２，ＳＩＧ１ ，ＳＩＧ２，ＸＮ１，ＸＬ０，ＧＡＭ，ＧＧ，ＸＭ１，ＢＥＴ２，ＡＬＰ，ＢＥＴ

　１０　Ｆ０ＲＭＡＴ（１０ｘ，”ＰＡＲＡＭＥＴＥＲｓ０Ｆ　ＴＨＥ　Ｍ０ＤＥＬ’／／／５ｘ，‘Ａ１＝一 Ｆ４２
・

　　　１　　　　　　　”　　Ａ２＝一 Ｆ４．２ ，一　　　ＳＩＧ１＝’ Ｆ４．２ ，ク　　　ｓＩＧ２＝ｏ Ｆ４．２／

　　　２　　　　　５Ｘ，’ＸＮ１：” Ｆ６．２ ，”

　ＸＬ０一，Ｆ６．２ ，”

　　ＧＡＭ ＝” Ｆ４．２ ，０

　Ｇ “・＝０

　　　３　　　　　　 Ｆ６４／５ｘ，ｏＭＡＲＫ－ＵＰ１＝” Ｆ４２／／５ｘ，”ＢＥＴＡ２
”，

Ｆ８５ ，”　ＡＴＰ＝”

　　　４　　　　　　　Ｆ８．５ ，ク　　ＢＥＴＡ１＝” Ｆ８．５）

　　　　ＷＲＩＴＥ（６，２０）Ｑ１，ＤＤ２，ＸＬＡＭ，Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３，ＤＤ，Ｅｌ ，Ｅ２，Ｂ２１，Ｂ２２，Ｂ２３

　２０　Ｆ０ＲＭｌＡＴ（／／１０ｘ，恒ＱＵＥＬＩＢＲＩＵＭ　ｖＡＬＵＥ”／／／５ｘ ，” Ｑ１＝一 Ｆ７３ ，７　　Ｄ２ “＝’

　　　１　　　　　Ｆ７．３ ，” ＸＬＡＭ ＝’ Ｆ７．３ ，”　Ｔ１＝’ Ｆ７．３ ，”　Ｔ２＝” Ｆ９．３ ，”　Ｔ３＝’”

　　　 ２　　　　　　 Ｆ９，３／５ｘ，”ＤＤ＝” Ｆ７．３ ，一　　 Ｅ１＝一 Ｆ７・３ ，” 　　Ｅ２＝一 Ｆ７・３／

　　　３　　　　　　５Ｘ ，” Ｂ２１＝” Ｆ８ ．５ ，” 　　Ｂ２２＝” Ｆ８．５ ，” 　　Ｂ２３＝一 Ｆｄ８．５）

　　　　ｚＢ１＝ＢＥＴ２ホ ＤＤ／（Ｔ３－Ｔ１）

　　　　ＺＡ１＝ＺＢ１ホ Ｔ３

　　　　ｚＢ２＝ｘＬＡＭ “ＧＧ／（Ｔ３－Ｔ２）

　　　　ＺＡ２＝ＺＢ２ “Ｔ３

　　　　ＷＲＩＴＥ（６，３７）ＺＢ１，ＺＡ１ ，ＺＢ２，ＺＡ２

　３７　ＦＯＲＭＡＴ（／／／５ｘ ，ン ｚＢ１二’ Ｆ８・５ ，’ ｚＡ１＝” Ｆ８・５ ，” ｚＢ２＝” Ｆ８・５
・

　　　１　　　　　　　 －　　ｚＡ２＝” Ｆ８，５／／）

　　　　Ｄ０　３３Ｉ＝１，５０

　　　　Ｄ１（Ｉ）：１

　　　　Ｄ２（Ｉ）＝ＤＤ２

　　　　Ｇ１（Ｉ）＝ＧＧ

　　　　Ｇ２（Ｉ）＝ＧＧ

　３３　ＸＬ（Ｉ）＝ＸＬＡＭ

　　　　Ｄ０　１０００　Ｉ＝５０．１０００

　　　　ＩＦ（Ｉ．ＧＥ．５０）　ＧＧ＝ 。０６５８
“．

９５

　　　　ＩＦ（Ｉ．ＧＥ．７２５）ＸＭ１＝ ．２
ホ．

９５

　　　　Ａ１１＝ｘＬ０“ ＧＡＭ／２

　　　　Ａ１２＝一ｘＮｈ　Ａ２／（１－Ａ１）十Ａ２“（１＋ｘＭ１）“ ｘＮ１／（１一（１＋ｘＭ１）“ Ａ１）

　　　　Ａ１３＝一ｘＮ１“（Ｇ１（Ｉ）“ ｘＬ（Ｉ）十Ｇ２（Ｉ））／（１－Ａ１）／ＳＩＧ２

　　　　Ｄ２（Ｉ）＝（一Ａ１２＋ＳＱＲＴ（Ａ１２ ““２－４“ Ａ１１む Ａ１３））／（２ “Ａ１１）

　　　　Ｄ１（Ｉ）＝（Ａ２“ ＳＩＧ２“ Ｄ２（Ｉ）十Ｇ１（Ｉ）｝ ｘＬ（Ｉ）十Ｇ２（Ｉ））／（ＳＩＧ１“（１－Ａ１）“ ｘＬ（Ｉ））

　　　　Ｇ１（Ｉ＋１）＝Ｇ１（Ｉ）十ＡＬＰ “（ＧＧ＿Ｇ１（Ｉ））十ＢＥＴ ホ（Ｄ１（Ｉ）＿１）

　　　　Ｇ２（工十１）＝Ｇ２（Ｉ）十ＢＥＴ２“（Ｄ２（Ｉ）一ＤＤ２）

　　　　ＸＬ（Ｉ＋１）＝ＸＬ（Ｉ）十ＸＬ（Ｉ）“（Ｇ１（Ｉ）一Ｇ２（Ｉ））

　　　　ＩＦ（Ｇ１（Ｉ＋１） ．ＬＥ．０．）　ＧＯ　Ｔ０　３６

　　　　ＩＦ（Ｇ２（Ｉ＋１）．ＬＥ．Ｏ．）　ＧＯ　Ｔ０　３６

　　　　ＩＦ（ＸＬ（Ｉ＋１）．ＬＥ．０．５）　ＧＯ　Ｔ０　３６

　　　　ＩＦ（Ｄ１（Ｉ＋１） ．ＧＴ．２）　ＧＯ　Ｔ０　３６

　　　　ＩＦ（Ｄ２（Ｉ＋１）．ＧＴ．２）　ＧＯ　Ｔ０　３６

　　　　ＩＦ（ＸＬ（Ｉ＋１）・ＬＴ・１０・）　ＧＯ　Ｔ０　１０００

　３６　ＣＯＮＴＩＮＵＥ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８９２）



３５

１０００

　３４

３２

３１

４１

４２

寡占部門の投資行動観制による景気安定化について（北野）

Ｄ０　３５　Ｊ＝Ｉ ，１０００

Ｇ１（Ｊ）＝ＧＧ

Ｇ２（Ｊ）＝ＧＧ

ＸＬ（Ｊ）：１ ．５

Ｄ１（Ｊ）＝１

Ｄ２（Ｊ）＝ＤＤ２

ＧＯ　Ｔ０　３４

ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＷＲＩＴＥ（６，３２）

ＦＯＲＭＡＴ（／／／６ｘ，４ＨＴＩＭＥ ，ｏ

　Ｇ１　
ｏ，ｏ

１　　　　　　　－　　Ｄ１　　 ”，１ 　　 ‘Ｄ２ １）

ＷＲＩＴＥ（６，３１）（Ｉ，Ｇ１（Ｉ） ，Ｇ２（Ｉ） ，ＸＬ（Ｉ）
，

ＦＯＲＭＡＴ（Ｉ！Ｏ，５Ｆ１０．４）

Ｄ０　４１　Ｉ＝１ ．１０００

ＴＩＭＥ（Ｉ）＝ＦＬＯＡＴ（Ｉ）

ＧＳＣＡＬＥ（Ｉ）＝Ｇ１（Ｉ）

ＧＳＣＡＬＥ（Ｉ＋１０００）＝Ｇ２（Ｉ）

ＤＳＣＡＬＥ（Ｉ）＝Ｄ１（Ｉ）

ＤＳＣＢＬＥ（Ｉ＋１０００）＝Ｄ２（Ｉ）

ＤＳＣＡＬＥ（Ｉ＋２０００）＝ＸＬ（Ｉ）

ＣＡＬＬ　ＰＬＴＣＫ

ＣＡＬＬ　ＰＬＯＴＳ（８ＨＤＩＳＥＱＵＩＬ，１０．Ｏ）

ＣＡＬＬ　ＰＬＯＴ（０・Ｏ，一３０・０，一３）

ＣＡＬＬ　ＰＬＯＴ（４．Ｏ，４．Ｏ，一３）

ＣＡＬＬ　ＦＡＣＴＯＲ（２．Ｏ）

ＣＡＬＬ　ＳＣＡＬＥ（ＧＳＣＡＬＥ，５０．２０００，１）

ＣＡＬＬ　ＳＣＡＬＥ（ＤＳＣＡＬＥ，５０．３０００　１）

ＣＡＬＬ　ＳＣＡＬＥ（ＴＩＭＥ，１００．１０００，１）

Ｄ０　４２　Ｉ＝１，２

Ｇ１（１０００＋Ｉ）＝ＧＳＣＡＬＥ（２０００＋Ｉ）

Ｇ２（１０００＋Ｉ）＝ＧＳＣＡＬＥ（２０００＋Ｉ）

Ｄ１（１０００＋Ｉ）二ＤＳＣＡＬＥ（３０００＋Ｉ）

Ｄ２（１０００＋Ｉ）＝ＤＳＣＡＬＥ（３０００＋Ｉ）

ＸＬ（１０００＋Ｉ）＝ＤＳＣＡＬＥ（３０００＋Ｉ）

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

Ｇ２　　”，’

　ＬＡＭＤＡ　　
”

Ｄ１（Ｉ） ，Ｄ２（Ｉ） ，Ｉ＝１ ，１０００）

１３７

ＡＸＩＳ（００，００，４ＨＴＩＭＥ，一６，１００，００，ＴＩＭＥ（１００１） ，ＴＩＭＥ（１００２））

ＡＸＩＳ（Ｏ　Ｏ，Ｏ　Ｏ，５ＨＧ１，Ｇ２，６，５０，９００，ＧＳＣＡＬＥ（２００１） ，ＧＳＣＡＬＥ（２００２））

ＡＸＩＳ（１００，００，１Ｈ，６，５０，９００，ＧＳＣＡＬＥ（２００１） ，ＧＳＣＡＬＥ（２００２））

ＬＩＮＥ（ＴＩｌ〉［Ｅ，Ｇ１ ．１０００，１ ，Ｏ，１）

ＬＩＮＥ（ＴＩＭＥ，Ｇ２．１０００，１，Ｏ，１）

ＰＬＯＴ（１５．０，０．Ｏ，＿３）

ＡＸＩＳ（００，Ｏ　Ｏ，４ＨＴＩＭＥ，一６，１００，００，ＴＩＭＥ（１００１），ＴＩＭＥ（１００２））

ＡＸＩＳ（００，００，５ＨＤ，ＬＡＭ，６，５０，９００，ＤＳＣＡＬＥ（３００１） ，ＤＳＣＡＬＥ（３００２））

ＡＸＩＳ（１００，Ｏ　Ｏ，１Ｈ，６２５，５０，９００，ＤＳＣＡＬＥ（３００１） ，ＤＳＣＡＬＥ（３００２））

ＬＩＮＥ（ＴＩＭＥ，Ｄ１ ．１０００，１ ，０，１）

ＬＩＮＥ（ＴＩＭＥ，Ｄ２．１０００，１，Ｏ，１）
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